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研究成果の概要（和文）：本研究は，タイ東北部のPCU（プライマリーケアユニット）を拠点とする地域保健師CHNによ
る日常的な活動を通じて収集される住民の生活と健康に関する情報について，収集の効率化と時空間情報処理システム
を活用した情報の可視化（空間分布等の表現）のための方法について，GPSによって得られる時空間情報との統合，デ
ータベースの構築，および，データ入力のためのタブレット端末画面の設計および有用性の検討を行った。

研究成果の概要（英文）：Community Health Nurses (CHNs) contribute greatly to improving the community healt
h status in Thailand, especially in rural areas like the Northern East part. However collected data are ju
st recorded on the Family Health Records by hands and most data are not reused to improve their activities
.  This study aims to develop a database system based on GIS (a Spatio-Temporal Database System) with easi
ly data entry methods, and to examine its usability and availability in daily community health activity by
 CHNs. 
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１．研究開始当初の背景 
 タイでは現在，地方自治体を核とする生活
改善や保健活動が推進されている。その中心
的な役割を地域保健看護師（以下，CHN）が
担っている。CHN は，PCU（プライマリーケア
ユニット）での一次医療とともに，慢性疾患
患者の在宅訪問やヘルスボランティア（以下，
HV）を活用した健康増進プログラムなどを精
力的に行っている。しかし，日常的な地域保
健活動に伴う情報の多くは，家族単位の紙媒
体の用紙に記録されるだけで，デジタル化も
集計処理も充分に行われていないことが先
行研究および関連するプロジェクトへの参
加を通じて明らかになった。限られた人数の
CHN による地域保健活動をより効率化し，患
者のフォローなどを充実させるためには，デ
ータの収集と活用を一元化した新たなデー
タベースの構築と簡易な入力ツールが必要
である。 
２．研究の目的 
 本研究は，タイ東北部を対象として，CHN
が日常的に収集している住民の生活と健康
に関する情報の効率的な収集と，時空間情報
処理システムを活用した可視化（空間分布等
の表現）のための方法について，GPS 機能付
カメラによって得られる時空間情報を活用
して情報の収集と統合，およびデータベース
の構築，および，データ入力のための端末の
試作を行うものである。 
３．研究の方法 
 観察，インタビュー，作成したシステムの
試用と評価などからなるフィールド調査に
よって行う。 
 対象は，第 1期は，3〜4 箇所の CPU の CHN
と HV を対象として，日常的に収集している
情報項目を特定し，それらに GPS 地理情報を
追加したデータベースを構築する。入力項目
について，タブレット端末上にテンプレート
として試作したものを用いて，その操作説明
の後に操作性などについて評価を得る。 
 第 2期は，4〜5 箇所の CPU の CHN および公
衆衛生担当者を対象として，地域保健活動に
必要な情報項目を特定，精選し（GPS 地理情
報を含む）データベースを構築し，入力用の
タブレット端末画面を試作する。現地にて，
タブレット端末の操作法を説明した後に，実
際の情報収集の場面をイメージしてもらい
データの試験入力をしてもらう。その後，操
作性，情報項目の過不足，入力フォーマット
の妥当性などについて評価を得る。 
４．研究成果 
1）CNH と HV の情報共有のためのデータベー
スおよび入力端末の設計 
 平成 24 年 8 月に，タイ・コンケン県およ
びその周辺5か所のプライマリーケアユニッ
ト（PCU）の地域看護師（CHN）8 名およびヘ
ルスボランティア（HV）27 名を対象に，チェ
ックリストを用いたフォーカスグループイ
ンタビュー（FGI）を行った。8カテゴリー54
項目の住民個人情報を提示して，CHN には収

集の有無，方法，記録の有無および記録媒体
について，HVには収集，記録作成および報告
の有無について尋ねた。その結果，両者とも
に所持品や経済に関する情報項目は各家庭
の秘密事項として取り扱っており，実際に把
握していてもそれを記録に残していないな
どの状況が明らかになった。それ以外の項目
は，多少のばらつきはあるが，ほとんどが収
集，報告，および記録されていた。ただし，
記録は基本的に紙媒体であり，役所のデータ
ベースには一部の情報しか入力されず，情報
の散逸，データ活用の不十分さが示唆された。
上記調査結果をもとに，収集すべきデータ項
目を精選し，データベースソフトとしてファ
イルメーカ Pro を用い，入力端末として iPad
を用いたデータエントリシステムのプロト
タイプを構築した。平成 25 年 3 月に，前回
と同じ地域の4か所のPCUで，合計9名のCHN
および 22 名の HV を対象に，データエントリ
システムの簡単な使用方法を説明した後に，
実際に入力操作を試してもらい，チェックリ
ストを用いて操作性，有用性，ならびに，入
力項目の必要性などに関する印象・評価を尋
ねた。図 1に示すように，有用性および操作
性に関しては，30 点満点で平均値が CHN は
28.3 点，HV は 26.5 点と，両者ともに高得点
を示した。また，地図上に表示したい情報を
尋ねた結果，図 2 に示すように，CHN は対象
家族の場所や次回訪問予定日，および対象者
の写真を，HVは次回訪問の予定先と答えてい
た。操作性については，実際の操作の様子を
観察した結果などからまだ改良の余地が示
された。 

図 1 有用性について 

図 2 地図に示したい情報について 
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2）CHN の日常地域保健活動の改善に資するデ
ータベースおよび入力端末の試作 
 平成 25 年 8 月に，前年度の成果について
タイの研究協力者に報告を行い，その結果を
踏まえて地域保健活動に役立つデータベー
スのあり方について検討を行った。その結果，
地域看護師（CHN）とヘルスボランティア（HV）
の関係と役割の実情に基づき，本研究におい
ては第一義的にCHNの日常地域保健活動に役
立つものを，現場の意向とニーズを踏まえな
がら完成させることを最終目標とした。した
がって，HV との情報共有の促進を目的とした
データベースの検討については，前年度の現
地調査時に開発したものが最終版となる。本
年度は，そのデータベースを構成する項目の
中から，CHN がその専門性に基づいて日常地
域保健活動の中で収集し，活用したいと考え
る情報項目を精選もしくは追加し，それらを
効率よく入力できるようなデータ書式と入
力方法を備えたシステムの開発を行った。前
年度と同様に iPad を入力端末として用いて
いる。現地調査のフィールドは，タイ東北部
のコンケン県である。平成 26 年 3 月に，ま
ず，1 つのプリマリーケアユニット PCU の 3
名のスタッフと複数回にわたる事前の実用
性，有用性の検討を行い予め準備していたシ
ステムに改良を加えた。その後，4 つの PCU
において，10名の CHN と 5名の公衆衛生担当
者などを対象に（平均年齢 44 才，平均経験
年数 22 年で，それぞれ週に 2〜4 件の家庭訪
問を担当している），試用テストとシステム
の評価に関するインタビュー調査を行った。
なお，今回は，住民の中の主要なターゲット
グループである糖尿病，脳卒中，高血圧，結
核，腎不全，母子保健の問題を持つ住民の内，
糖尿病用のテンプレートを上記の事前検討 
を通じて準備し，それを用いて調査を行って
いる。その結果，システムユーザビリティス
ケール SUS の評価で，平均的な満足度と言わ 

図 3 サンプル画面（対象者の地図表示） 

れる 68 点（最高 82.5 点，最低 55 点）が得
られ，このシステムが（1）使いたいと思わ
せる，（2）使いやすい，（3）良くできたシス
テムであることが確認された（図 5参照）。 

図 4 サンプル画面（サマリー情報） 
 

図 5 SUS ユーザビリティ尺度の得点分布 
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